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DIKアルミ
【溶湯清浄度】評価装置

● K-モールドが「断面のみ」を
  評価するのに対し、「溶湯全体」を評価！
● 目視判断でなく、「数値データ」として
  管理が可能 !!

残渣率とは残渣率とは残渣率とは

残渣率＝ ×100試験重量ー濾過重量
試験重量

試験重量 ： 試験地金（溶湯）の重量　　　濾過重量 ： 濾過した溶湯の重量

残渣率から清浄度を評価することに、
大きな意味があります。

「残渣率」を推奨するには、確かな裏づけがあります。・・・裏面をご覧ください。

溶湯全体を評価する

特に、

point

■ 表面-A



明日のアルミライフを創造する
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だから、「残渣率」を推奨します。

● 品種 AD12.1　● 試験重量 4㎏　● 濾過圧力 0.09MPa　● コーティング剤 BNスプレー試験内容：

1.試験データのバラつきが少ない！
切粉添加量との相関

濾過試験実例②濾過試験実例①
酸化物巻き込み処理による残渣率（％）フラックス処理前後の残渣率（％）

高所からの溶湯落下（滝の発生）は
溶湯を汚染する。

フラックス処理をすると残渣率が低くなる

ルツボ、フィルター、フィルター台セット
↓

試験前重量測定
↓

地金セット後、溶解
↓

準備確認ブザーが鳴った後に、
温度計・受け皿をセットし、自動開始ボタンON

↓
所定温度に達すると自動加圧開始

↓
濾過終了後、濾過重量測定

↓
結果表示（残渣率）

エアー加圧

アルミ溶湯

フィルター

作業フロー
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フラックス処理前 1.08 0.86 0.97
1回目 2回目 平均

フラックス処理後 0.72 0.65 0.69

フラックス処理前

酸化物巻き込み処理
（10回）

サンプル名

0.75 0.53 0.64
1回目 2回目 平均

酸化物巻き込み処理後 1.04 1.12 1.08
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2.専門知識は不要、作業もカンタン ！

3.適切なデータ収集を実現する ！　［ 濾過試験精度向上の取り組み ］

確かなデータ、作業もカンタン

DIKアルミ【溶湯清浄度】評価装置
自信を持っておすすめします。

■ 裏面-A


